
水
盤
正
面
の
円
中
に
三
本
脚
の

烏
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
本

脚
の
烏
を
「
八や

た
が
ら
す

咫
烏
」
と
言
う
。

こ
の
八
咫
烏
に
つ
い
て
、『
古

事
記
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
）
の

中
に
、

「（
前
略
）
今
、
自
天
遣
八
咫
烏
。

故
、
其
八
咫
烏
引
道
。
従
其
立
後

応
幸
行
」（
今
、
天
か
ら
八
咫
烏
を

遣
わ
し
ま
す
が
、
そ
の
八
咫
烏
が

先
導
し
ま
す
の
で
、
飛
び
行
く
後

に
つ
い
て
行
き
な
さ
い
と
申
さ
れ

た
）
と
あ
る
。

神か
む
や
ま
と
い
は
れ
び
こ
の
み
こ
と

倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
後
の

神
武
天
皇
）
が
日
向
か
ら
天
下

を
治
め
る
土
地
を
探
す
べ
く
東

征
す
る
時
に
、
熊
野
に
お
い
て
、

高こ
う
も
く
お
お
か
み

木
大
神
が
「
天あ

ま
つ
か
み
み
こ

つ
神
御
子
」（
神

倭
伊
波
礼
毘
古
命
）
に
夢
の
教
え

を
与
え
先
導
役
に
八
咫
烏
を
遣
わ

し
た
と
い
う
。
よ
っ
て
八
咫
烏
は

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
水
先
案
内
人
）
と

言
え
る
。

古
代
中
国
で
は
、
太
陽
の
中
に

金
鶏
が
棲
む
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
八
咫
烏
で
あ
る
と
言
う
。

祝
日
に
掲
げ
る
旗
竿
の
先
に

金き
ん
ぎ
ょ
く

玉
が
付
い
て
い
る
。
こ
れ
は
神

決
　
心�

�

山
本　

明
美

父
の
享
年
は
七
十
六
歳

母
は
享
年
七
十
七
歳

親
の
生
命
の
年
齢
は

自
分
の

生
命
の
目
安
と
考
え
て
い
る

大
病

寝
た
き
り

認
知
症
と
は
無
縁
で
あ
り
た
い

経
済
的
自
立

身
心
と
身
辺
の

清
潔
は
保
ち
た
い

　

が
努
力
だ
け
で

叶
え
た
い
結
果
は
得
ら
れ
な
い

全
て
が

き
れ
い
に
は
片
付
か
な
い

誰
に
も

先
の
予
測
は
つ
か
な
い

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

彼
岸
中
日
の
今
日
か
ら

終
活
を
始
め
る

面
倒
の
種
が

芽
吹
か
ぬ
よ
う

早
目
に
拾
っ
て
捨
て
て
お
こ
う

◎選評　斎藤正敏
　親の生命の年齢は誰もが気になるものです。彼岸ともなるとその感慨もひとしおです。彼岸の中日。
今日から終活をと思い立った作者ですが、平素から死生を想って生活すること。大事なことに思えます。

●偶数月は「俳句・短歌・川柳」を、奇数月は「詩」を掲載しています。
●投稿は楷書でお願いします。 作品・氏名にふりがなをふってください。
※俳句、短歌、川柳の原稿送付先
　〒297-8511  茂原市道表1番地  茂原市役所秘書広報課宛「文芸コーナー」と朱書きしてください。

武
天
皇
が
長な
が
す
ね
ひ
こ

髄
彦
征
伐
の
時
、
神

武
天
皇
の
持
つ
弓
先
に
舞
い
降
り

た
の
が
こ
の
「
金き

ん
し鵄

」
で
あ
る
。

こ
れ
は
金
色
に
輝
く
鳥
の
こ
と

で
こ
の
金
玉
は
金き

ん
う烏

を
意
味
し
、

金
烏
は
ま
た
、
太
陽
の
異
名
で
、

太
陽
に
棲
む
三
本
脚
の
烏
、
す
な

わ
ち
八
咫
烏
を
表
す
。

八
咫
烏
は
神
の
使
い
と
さ
れ
る

熊
野
神
社
の
眷け

ん
ぞ
く属

で
あ
る
。
眷

属
と
は
、「
神
の
使
い
」
ま
た
、

「
神し

ん
し使

」
と
も
言
わ
れ
る
。

本
宮
大
社
の
主
祭
神
で
あ
る

家け
つ
み
み
こ
お
お
か
み

津
美
御
子
大
神
は
八
咫
烏
を
眷

属
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八

咫
烏
は
神
の
使
者
と
言
え
る
。
例

え
ば
伊
勢
神
宮
の
神
使
は
「
鶏
」

で
稲
荷
神
社
の
神
使
は
「
狐
」、

石
清
水
八
幡
宮
は
「
鳩
」
と
言
う

様
に
眷
属
を
表
し
て
い
る
。

烏
は
一
般
に
不
吉
の
鳥
と
さ
れ

て
い
る
が
、
方
角
を
知
る
の
で
、

未
知
の
地
へ
行
く
道
案
内
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
神
の
眷
属
に
対
す

る
概
念
は
、
古
来
、
神
は
我
々
の

目
に
は
見
え
な
い
存
在
で
あ
る
の

で
、
神
が
遣
わ
し
た
も
の
は
可
視

で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
神
と

関
係
の
あ
る
意
志
を
示
す
、
と
い

う
よ
う
な
考
え
が
生
ま
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

『
豊
岡
村
史
』
に
は
、

「
孝
謙
天
皇
の
御
代
の
九
月

（
中
略
）
数
千
の
三
足
烏
諸
共
に

関
東
を
指
し
て
飛
び
去
り
ぬ
（
中

略
）
当
初
御
蔵
芝
の
郷
に
安
置
せ

り
、
三
足
烏
は
輪
名
目
五
郎
左
衛

門
畑
の
一
樹
に
棲
息
し
て
（
以
下

略
）」
と
あ
り
、
孝
謙
天
皇
の
代

（
※
）
に
、
三
本
脚
の
烏
が
御
蔵

芝
に
舞
い
降
り
て
棲
ん
だ
と
書
か

れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
熊
野
神
社
の
社
伝
に

基
づ
い
て
若
者
衆
が
、
熊
野
神
社

の
眷
属
で
あ
る
八
咫
烏
を
水
盤
正

面
中
央
に
レ
リ
ー
フ
と
し
て
石
工

に
依
頼
し
、
刻
み
込
ま
せ
た
も
の

と
推
察
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
八
咫
烏
が
刻
ま
れ

て
い
る
水
盤
舎
は
大
変
貴
重
な
も

の
で
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
と
言

え
る
。

※
第
四
十
六
代・四
十
八
代
の
天
皇
。

孝
謙
天
皇
と
し
て
の
在
位
期
間

は
、天
平
勝
宝
元
年（
７
４
９
）～

天
平
宝
字
二
年（
７
５
８
）。
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芝
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熊
野
神
社
に
つ
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て（
三
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